
 

横浜ダンスコレクション2017 コンペティションⅠ 

 

 

コンペティションⅠには、日本、中国、韓国、台湾、マレーシアからの、多様なスタイルの10作品がエ

ントリーした。黒須育海は、独自に彫琢したフィジカルな振付言語を6人でぶつけあい、名付け得ない衝

動を識域の闇に召喚する独特な魅力の作品で、審査員賞を得た。三つの海外提供賞を受賞した鈴木竜は、

欧州の有名振付家からの学びを自身のアイデンティティ探求の道具とし、普遍的なソロに昇華した。叫

びとドラムと宇宙のノイズのはざまに不安定な実存を刻みこむ北川結（奨励賞）、鳥人間に扮して無力

と激情のパラドクスを踊る荒悠平も、現代の日本ならではのダンスだ。都市住民のコンタクト不全を象

徴的に見せたヤン・ホシク、空間に蠢く精霊の気配を立ち上げたASKダンカパニーも忘れがたい。 

西欧のロジックに依らず、各地で独自の展開を見せるアジアのダンスを展望できるのも、このコンペテ

ィションの面白さであり、アジアのダンスの拠点としてのその重要性は今後も増すだろう。 

 

岡見 さえ 

舞踊評論家 

 

 

まずは、審査員側から見ることによって、より客観的に「ダンスの現在」と「ダンスの傾向」が観れた

ことは、非常に良かった。まずは端的に。ビデオ審査の時の映像と実際に劇場で観たものの差が激しか

った。そして映像そのもののクオリティーが低いと感じた。もう少し審査を意識した映像はこのメディ

ア時代では必要かなと。本番の２日間に関しては、引き締まった時間（瞬間）を作り出していることは、

皆共通に良かった。だが多くが、終演に向かって失速しているように見えた。ダンサーの力量に頼るの

ではなく「振付家」的視線がもっと色濃く出ればなと思う。そしてシンプルなことだが「さらに観てみ

たい」「続きを感じたい」と思わさせる受賞者となればと思う。このコンペティションが頂点とならぬ

ように、より多方面のアプローチから作品やダンスに向かっていただければと思う。環境としては、こ

れだけ外国の方が来られている状況に、思った以上にアカデミックな出来事と受けとりました。観客を

含めてより全体でこの「ダンスの現在」を掻きまわせていければと思います。 

今回はありがとうございました。  

 

近藤 良平 

コンドルズ主宰・振付家・ダンサー 

 

 

昨年に続き二度目の審査員をやらせていただきました。現代に芸術はどう有り得るのか、特に2011年以

降は日本でも様々なジャンルのアーティストが当たり前のように向き合ってきたことであり、歴史的に

もアーティストが常に向き合い続けてきた問いだと思う。そしてコンテンポラリーダンスが背負うべき

問いでもあると思う。日本でなくてもアジア、人類、宇宙、町内会だとしても、世界との関わりを感じ

させる作品が少なかった。この世界の中に（もしくは外に）この身体があると思えるダンスが少ない。

なぜなのだろうか、強固に私へ、私の身体へ向かうが為か、しかしその私、身体も社会であることは否

定できないはずだ。社会へ目を向けろということではなく、ダンスを問うこと、身体を問うことは、そ



 

れ自体が社会を問うことにつながるはずではないだろうか。あなたの身体の存在はあなただけのもので

はない。私の思い、身体を作品にすることは悪くないが、なぜそれを観客に見せるのかという問い、舞

台芸術はどの時代であれ現在の観客と関わりなくしては存在しえない。切実な問い、切実な身体を、ダ

ンスをもっと見たい。コンテンポラリーダンスには本当に期待をしているんです。ファイナリストの方々

の今後の活躍、そしてダンコレが日本のダンスだけではなく、ダンスを通じてますますアジア、世界の

人々へコネクトしうる場になっていくことを願います。 

 

多田 淳之介 

東京デスロック主宰・富士見市民文化会館キラリ☆ふじみ芸術監督 

 

 

日本のみならず、中国、台湾、韓国、マレーシアからヴァラエティに富んだ作品が登場した。審査員賞

の黒須育海『FLESH CUB』は、かつての香取直登とのデュエット『RE:DIVISION 』で見られた異形の

身体イメージの追求がいっそう深化した。さらに突き進んでほしい。鈴木竜『BU』は、シェルカウイら

の影響が色濃いとはいえ、振付、構成、空間の用い方などあらゆる面でもっとも完成度が高かった。ド

ラムとともに見事なパフォーマンスを披露した北川結、身体を流れる音を繊細に掬った水越朋、相変わ

らず独自のセンスが光る荒悠平など、いずれも印象深い。既存のダンスの枠組をさらに突き破る才能と

作品の登場に期待したい。 

 

浜野 文雄 

新書館「ダンスマガジン」編集委員 

 

 

表彰式を経てあらゆる分野で身体表現の重要性を認知されてきた昨今ですが、舞台芸術という分野自体

の認知性は、アジという視点で見れば、まだまだ厳しい状況のなかにおかれています。今回参加してく

れていた韓国、中国、マレーシアの国々の現状もまた同じような状況であり、むしろ日本の私たちより

厳しい環境で活動しているダンスカンパニーがたくさんあります。国からのサポートなどは一切ないと

言っても過言ではない国々がたくさんいるというのが現状です。そんな過酷な環境のなかでも、皆それ

ぞれに仕事をしながら、どうにかやりくりしながらダンス活動を続けている彼らに希望を感じます。ま

た欧州諸国よりダンスカンパニーの置かれている状況が厳しいことを理解してくれ応援してくれるよう

な協力体制をつくってある横浜ダンスコレクションは、アジアにおける現代ダンスの発展において非常

に重要な位置にあると感じました。ダンスの可能性を信じてぶつけてくる若者の姿や作品や熱に圧倒さ

れましたし、私にはどの作品にも可能性を感じました。これからもどうかダンスを創り、踊り続けても

らいたいと思いました。ダンスというのは色々な角度から開けてくると信じています。 

 

矢内原 美邦 

ニブロール主宰・振付家・演出家・戯曲作家・近畿大学准教授 

 

 

 



 

今年のコンペティションのアーティスティックな提案には美しい多様性が見られた。アジアのさまざま

な国から多くの振付家が参加したことにより、身体に関し、また、他者をどのように見るかに関し、い

ろいろ異なる視点を感じることができた。受賞者の皆さんは動きと空間の美しい構成を披露してくれた。

また、ダンスと音楽、あるいは音と動きの間の関係性に関する興味深い作品もあったが、この点につい

て、参加者はもっとよく練り、研究することができるのではないかと思う。創造という心の奥底にある

欲求を再確認し、自らの芸術世界の実現という肝心な点を忘れないよう、若手振付家の皆さんを応援し

たい。 

 

ユヴァル・ピック 

リリュー・ラ・パプ国立振付センター ディレクター 
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